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2050年までにカーボンニュートラル社会を実現するためには、再エネ電源導入拡大を支える送電網の増強に加え、送電網を構成する設備からの温室効果ガス排出削減も必要です。このような流れを受け、開閉装置ではSF6ガス（六フッ化硫黄）を使用しないSF6フリー技術への移行が進展している。このような状況を踏まえ、講演者は、黎明期からSF6フリー開閉装置の開発に従事してきました。本講演では、世界初の高電圧向けSF6フリー開閉装置の実用化を成し遂げた研究・開発における苦労や成果に焦点を当てるとともに、近年、欧米を中心に強化されているSF6規制と、それに対応するSF6フリー開閉装置の最新開発動向について紹介する。

tokyosec@ieee-jp.orgIEEE東京支部事務局お問合せ
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六戸 敏昭 氏

カーボンニュートラル社会実現に向けた
SF6ガス規制の動向と、黎明期におけるSF6フリー開閉装置の開発および最新の開発動向
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東京支部2024年第11回講演会
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